
(1) 担当支部： 北海道支部 5868
分水嶺区分 2005年 5月 3日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
新妻　徹 5868
侍園　毅 12898
佐藤　守 13431

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 145地点 140 6 42 15 31.0 144 5/2 13:30 A-2
分水嶺到達点 P693 140 3 42 13 2.1 694 7:30 7:40 B-4

1019肩 140 2 42 13 26.5 1,008 9:10 9:20 B-4
H198 遊楽部岳分岐 140 2 42 13 23.1 1,135 10:30 10:40 B-4

（吹き返す）

分水嶺離別点 P716 140 3 42 12 52.8 721 13:20 13:30 B-4
歩行終了点 二股ＢＣ 140 4 42 13 26.8 300 16:00 B-4

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ

17.7

28.1
29.9
46.2

(9)

(8)
(9)

(10)

会員番号：新妻 徹
(3)山行日：H198遊楽部分岐～P716：H199方向

名

事務局整理記入欄 北海道－183
 晴：積雪　m

３名

札幌ー中山峠ー豊浦ー八雲ー上八雲ーキソンペタヌ支線
H198遊楽部岳分岐(八雲・熊石・北檜山町境界点）～1019～693～P716 　　（往復）

遊楽部岳
遊楽部岳
遊楽部岳
遊楽部岳

保存
状況

58.6

特記事項

熱くこみ上げるものがあった。
4月8日～12日にわたり、苦闘した太櫓岳・遊楽部岳の山並みと風にひらめく三町境界点の赤いＴ・Ｎ入りのルート旗を見つけ

8時間00分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

 写真説明：　

5月3日の行動で、中央分水嶺の最も困難視されていた三町境界点（遊楽部岳分岐）に到達することができた。
5月2日に歩いてキソンペタヌ川二股に着き、ＢＣ設営。

キソンペタヌ川二股付近に造材飯場跡があり、標高300～500mの緩斜面に樹齢10～20年のトド松が植林されている。

遊楽部岳
遊楽部岳 27.4 (9)

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

南満河林道とキソンペタヌ支線の分岐点から、キソンペタヌ川の上流約1.5kmに砂防ダムがある。

キソンペタヌ川の「川」の字の南側に丈夫な鉄橋が施工されている。
雪崩・落石があり、実際には車での走行は無理である。
この砂防ダムの東側にゲートがある。
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